
１．重要な会計方針

科　　目 前期末残高 当期増加額 当期減少額 当期末残高

基本財産

　基本金

　　貸付信託 20,000,000 0 0 20,000,000

　　国債 20,000,000 0 0 20,000,000

　美術品

　　絵画570点

　　墨跡584点

　　模型1点

　　刀剣・刀装具9点

　　その他56点

特定資産

　定期預金 2,300,000 17,700,000 0 20,000,000

合　　計 120,782,224 17,898,015 0 138,680,239

　　 基本財産及び特定資産の財源等の内訳は、次のとおりである。

２．基本財産及び特定資産の増減額及びその残高

　　基本財産及び特定資産の増減額及びその残高は、次のとおりである。

　　　引当金はない

３．基本財産及び特定資産の財源等の内訳

78,482,224 198,015 0 78,680,239

　　　什器備品・・・・・・定額法によっている。(10万円未満は消耗品とする。10万円以上20

（３）引当金の計上基準

（４）消費税の会計処理

　　　消費税等の会計処理は、税込み方式によっている。

　　　　　　　　　　　　　満は3年で償却。）

財務諸表財務諸表財務諸表財務諸表にににに対対対対するするするする注記注記注記注記

（１）有価証券の評価基準及び評価方法

　　　満期保有目的の債券・・・取得価格によっている。

（２）固定資産の減価償却の方法



科　　目 当期末残高
(うち指定正味財
産からの充当

額）

(うち一般正味財
産からの充当

額）

(うち負債に対応
する額）

基本財産

　基本金

　　貸付信託 20,000,000 10,000,000 10,000,000 0

　　国債 20,000,000 0 20,000,000 0

　美術品

　　絵画570点

　　墨跡584点

　　模型1点

　　刀剣・刀装具9点

　　その他56点

小　　計 118,680,239 88,680,239 30,000,000 0

特定資産

　定期預金 20,000,000 0 20,000,000 0

小　　計 20,000,000 0 20,000,000 0

合　　計 138,680,239 88,680,239 50,000,000 0

科  目 取得価額 減価償却累計額 当期末残高

什器備品 16,288,624 2,363,586 13,925,038

合　　計 16,288,624 2,363,586 13,925,038

６．満期保有目的の債権の内訳並びに帳簿価格、時価及び評価損益

　　満期保有目的の債権の内訳並びに帳簿価格、時価及び評価損益は、次のとおりである。

５．固定資産の取得価格、減価償却累計額及び当期末残高

４．担保にしている資産

　　無し

　　固定資産の取得価格、減価償却累計額及び当期末残高は次のとおりである。

78,680,239 78,680,239 0 0



科  目 帳簿価格 時価 評価損益

国 債 20,000,000 20,606,000 606,000

７．指定正味財産から一般正味財産への振替額の内訳

　　指定正味財産から一般正味財産への振替額の内訳は、ない。


